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あらまし： COVID-19 により 2020 年から多くの大学で余儀なくされたオンライン授業のノウハウを利用

して，現在，対面とオンラインとのハイブリッドによる効果的な教育を模索する大学が増えている．しか

しながら，オンライン授業では学修者の理解度を把握することが難しい．そこで本稿では，講義動画視聴

型のオンデマンド形式の授業において，振り返りシートや小テストなどの各回の授業から得られる学修

者情報から，定期試験の結果を推定することを目的として，定期試験の上位群と下位群の学修者情報を定

量的に分析した． そしてその結果をもとに，各群にどのような特性がみられるのかの考察を行った． 
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1. はじめに 

COVID-19 の影響により，多くの大学では感染防

止の観点から対面授業とオンライン授業のハイブリ

ッドを採用しているケースがみられる．また，通学

時間の削減や隙間時間に受講できるなどの理由によ

り，オンライン授業を積極的に履修する学生もみら

れる．しかしながら，オンライン授業では学生の受

講様子やつまずきを教員が把握することが難しいた

め，対面授業に比べて学生へのフォローがしづらい

といった問題が存在する． 
理解が不十分な学生を早い段階から客観的に把握

する方法として，従来から活用されているリアクシ

ョンペーパー（以降，本稿では「振り返りシート(1)」

と呼ぶ）や授業毎の小テストの結果などの情報をも

とに学生の授業に対する理解度の推定を試みる研究

がある(2)(3)．東(3)の先行研究では，振り返りシートか

ら抽出したコメントベクトルを使用して，定期試験

の結果が下位に属する学修者を推定している．しか

し先行研究では，対面授業時の学習者データを用い

ているため，オンライン授業でも同様の方法で推定

が可能かどうか検証されていない．特に講義動画視

聴型のオンデマンド形式の授業においては，学生が

講義動画を見ずに課題だけを提出するケースもみら

れるため，振り返りシートが成績下位群の早期発見

に有効なのか否かの検証が必要である． 
そこで本研究では，オンデマンド形式授業を受講

した学修者の振り返りシートの内容を分析し，成績

上位群と下位群の間に違いがあるのかを分析する．

そして，振り返りシートや小テストの情報から学修

者の理解度を推定することが可能か否かについて検

討を行う．  
 

2. オンデマンド形式授業の実態調査 
大学生がオンデマンド形式の授業をどのように感

じ，どのような状況で受講しているのかの実態を調

査するために，N 大学の学生を対象にアンケート調

査を実施した． 2021 年 12 月 15 日～2022 年 1 月 20
日期間に授業の 10 分間を利用して GoogleForm から

回答を求めた．有効回答数は 106 名であった．回答

者の学年の内訳は，大学 1 年生が 42 名，2 年生が 29
名，3 年生が 20 名，4 年生が 15 名であった． 
学生が希望する受講形式の回答結果を表 1 と 2 に

示す．動画視聴型のオンデマンド形式は，講義型授

業では 70.8％，演習型授業では 39.6％とどちらの授

業でも希望する学生が最も多かった． 
  

表 1 講義型授業における希望する受講形式 (n=106)  
1 年生 2 3 4 計 

ZOOM を使っ
た双方向形式 

14.3% 17.2% 5.0% 13.3% 13.2% 

動画視聴型
のオンデマン
ド形式 

64.3% 69.0% 75.0% 86.7% 70.8% 

対面形式 21.4% 13.8% 20.0% 0.0% 16.0% 
 

表 2 コンピュータなどを使った演習型授業におけ

る希望する受講形式 (n=106) 
  1 年生 2 3 4 計 

ZOOM を使っ
た双方向形式 

19.0% 27.6% 15.0% 20.0% 20.8% 

動画視聴型
のオンデマン
ド形式 

47.6% 17.2% 45.0% 53.3% 39.6% 

対面形式 33.3% 55.2% 40.0% 26.7% 39.6% 
  
次に，講義動画の視聴方法に関する回答結果を図 1

に示す．「他のことをしながら視聴することがある」

の設問に対し，「ある」と答えた学生は 41.5％であっ

た．また「飛ばしながら視聴することがある」，「課題

の箇所だけ視聴することがある」に対して「ある」と

回答した学生は各々50.0%であった． 
この結果から，学生はオンデマンド形式を最も希
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望しており，その受講スタイルは課題だけを提出す

ることを目的とした「ながら受講」の学生が半数も

いることが分かった．そのため，オンデマンド形式

の授業において，早い段階から学生の真の理解度を

把握することが重要であると考える． 

 
図 1 講義動画の視聴方法について（n=106） 

  
3. 学修データを用いた分析 
3.1 対象科目 

2021 年 4～7 月に N 大学 S 学部で開講された科目

「コンピュータシステム」の履修生 43 名のうち，定

期試験を受けた 38 名の 11 回分の小テストの点数，

振り返りシート，定期試験の結果をもとに分析を行

った．本講義は，初回講義以外は GoogleClassroom に

掲載した講義動画を視聴するオンデマンド形式で実

施した．小テスト，振り返りシートに関しては，各

回講義日を含めた 3 日以内を提出期限として，

GoogleForm から回答を求めた． 
3.2 小テストと定期試験の関係 

11 回分の小テストの平均点と定期試験の点数の

相関分析を行った．その結果を図 2 に示す．第 3 回

から 7 回講義までの小テスト平均点では，相関係数

が 0.36~0.43 とやや弱い傾向にあったが，8 回目以

降の小テスト点数を加味すると相関が高くなってい

た．本講義においては，授業回前半の小テストだけ

では，定期試験の結果を予測することが難しいこと

がわかった．

図 2 小テストの平均点と定期試験点数の相関関係 
 

3.3 振り返りシートの分析 
振り返りシートでは，「講義に関する「振り返り」

（その日に学んだ内容，理解した内容，分からなか

ったこと，質問など）（自由記述）」を記述してもら

った．そしてそれら振り返りシートを，定期試験 70

点以上の学生 26 名（A 群）と 70 点未満の学生 12 名

（B 群）に分け，テキストマイニングのソフトウェ

ア KHCoder(4)を用いて分析を行った．分析の対象と

なる全体の文書数は 421，語の数は 1944，出現回数

の平均は 5.24（SD=19.84）であった． 
はじめに，各群における特徴語について文単位で

分析を行った．その結果，A 群では「理解する」や

「学ぶ」「思う」「知る」などの動詞が特徴語として

みられた．これらの特徴語は，「～が理解できた」や

「～を学んだ」，「～は～と思った」「～について知っ

た」など，具体的に講義でどのような知識が得られ

たのか，学んだことに対してどのように思ったのか

を記述している内容であった．一方，B 群では，学

修内容に出てくる単語（名詞）が特徴語として上位

に挙がっていた． 
そこで次に，知識習得に係る動詞だけが含まれる

文を「浅い振り返り」，学修した概念や単語のみが含

まれる文を「単一の振り返り」，学修した概念と併せ

てどれくらい知識習得ができたのかを表している動

詞を含む文を「深い振り返り」の 3 つのカテゴリに

分類し，2 つの群を比較した．その結果を表 3 に示

す．A 群は「深い振り返り」に分類された文が B 群

よりも多く，一方「単一の振り返り」に関しては，

B 群の学生の方が多い結果となった． 
 

表 3 各カテゴリへの分類結果  
A 群(≧70) B 群(<70) χ2 

浅い振り返り 18.91% 15.29% 1.78 
深い振り返り 48.49% 36.09% 13.38** 
単一の振り返り 24.75% 39.85% 22.70** 
該当なし 7.85％ 8.77％ 0.14 

** p<0.01 
4. おわりに 
本稿では，オンデマンド形式の授業において，早

い段階から学修者の理解度を推定することを目的と

して，成績上位群と下位群の振り返りシートの内容

を比較分析した． 
今後の課題として，対面授業時の振り返りシート

と比較を行い，オンデマンド形式特有の特徴が振り

返り内容にみられるのか否かについて分析を行う．

また先行研究で行われていた機械学習を用いた成績

推定に関しても，可能か否かの検証をデータ数を増

やして行う．  
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